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巾 5-8cm で 15 ｍ以上の長さをもつ（図６-3）。「石だ
たみ」付近は比較的軟質の凝灰岩であり、細粒部分を
挟んで成層している。層理面は、走向 N60-80° E、傾


























































































































































































































































A Study of Soil Macrofauna in Aobayama Area, Miyagi Prefecture, Northeastern Japan




































2004 年から 2005 年にかけて、リサーチアシスタント
（RA）業務の一環として行われた。
２．調査地と調査方法




× 20m の調査枠を設け、任意の 10 カ所を選んで試料
を採取した。試料の採取には、直径 15cm の塩ビ製の








　ワラジムシ目については、9 月 28 日にコナラ林、
ヒノキ林、モミ林、ササ林、河原、宮城教育大学構内




















現する 10 群（グループ A）、自然度が中程度の環境に
も出現する 14 群（グループ B）、自然度の低い環境に
も出現する8群（グループC）の、計32群に分け、グルー







はともに 15 群が出現した（表 2）。個体数密度は、モ
ミ林で 3734.8 個体 m-2 と最も高く、コナラ林とヒノ















調査地点 名称 植生 標高（ m ）
1 コナラ林 1 1 0
2 ヒノキ林 1 4 0
3 モ ミ 林 9 0
4 サ サ 林 8 0





























ムシLigidium japonicum Verhoeff, 1918、ナガワラジ
ムシ Haplophthalmus danicus Budde-Lund, 1879 の
2 種が、モミ林からはこの 2 種に加えてセグロコシビ
ロダンゴムシ Venezillo dorosalis (Iwamoto, 1943)
が出現した。ササ林からは、ニホンヒメフナムシ、ナ
ガワラジムシ、コガタハヤシワラジムシ、オオハヤシ




土壌動物群 平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
マキガイ綱   Gastropoda 34 .0 ± 71. 6 17 .0 ± 27 .3 37. 7 ± 28. 3
ミミズ綱 Oligochaeta 396 .1 ± 360. 9 628 .1 ± 625 .9 867. 7 ± 410 .0
コムカデ綱 Symphyla 28 .3 ± 40. 0 96 .2 ± 10 0. 0 81. 7 ± 90. 0
ヤスデ綱 Diplopoda 67 .9 ± 91. 6 101 .9 ± 178 .6 226. 4 ± 157 .5
ムカデ綱 Chilopoda
イシムカデ目 Lithobiomorpha 28 .3 ± 48. 1 107 .5 ± 185 .7 157. 2 ± 122 .6
ジムカデ目   Geophilomorpha 23 7. 7 ± 138. 1 124 .5 ± 91 .6 226. 4 ± 157 .5
オオムカデ目   Scolopendromorpha ― 12. 6 ± 25. 0
甲殻綱  Crustacea
ワラジムシ目 Isopoda 34 .0 ± 60. 8 67 .9 ± 95 .4 408. 7 ± 441 .8
クモ綱  Arachnida
カニムシ目 Pseudoscorpiones 11 .3 ± 23. 9 5 .7 ± 17 .9 25. 2 ± 41. 1
クモ目  Araneae 20 9. 4 ± 151. 0 107 .5 ± 67 .7 220. 1 ± 118 .2
昆虫綱  Insecta
コムシ目 Diplura ― 12. 6 ± 25. 0
シロアリ目 Isoptera ― 130 .2 ± 373 .5 ―
チョウ目 (幼虫) Lepidoptera (larv.)
(larv.)
(larv.)
34 .0 ± 47 .7 ―
―
―
75. 5 ± 74. 9
カメムシ目   Hemiptera 17 .0 ± 27. 3 5 .7 ± 17 .9 12. 6 ± 25. 0
コウチュウ目 (成虫) Coleoptera
Coleoptera
( ad .) 34 .0 ± 54. 7 34 .0 ± 39 .6 100. 6 ± 61. 8
コウチュウ目 (幼虫) 10 1. 9 ± 95. 4 17 .0 ± 38 .2 106. 9 ± 87. 0
ハエ目 (幼虫) Diptera 277 .3 ± 245. 1 79 .2 ± 76 .4 213. 8 ± 180 .7
ハチ目 Hymenoptera アリ科 Formicidae 52 6. 3 ± 692. 1 345 .2 ± 676 .1 949. 4 ± 223 6. 5
合計 2031. 5 ± 1320 .0 1867 .4 ± 1178. 0 3734. 8 ± 235 0. 5
総群数
Pielou の均等度指数 (J' )
Shannon-Wiener指数 (H ')
Simpson の多様度指数 (1 /D ) 6 .559 5. 797 6. 709
15 15
0 .79 3 0 .788







土壌動物群 コナラ林 ヒノキ林 モミ林
A マキガイ綱 ○ ○ ○
(5点 ) コムカデ綱 ○ ○ ○
ヤスデ綱 ○ ○ ○




コウチュウ目アリヅカムシ亜科 ○ ○ ○
シミ目イシノミ亜目
ワラジムシ目ヒメフナムシ属 ○ ○ ○
B ナガミミズ目 ○ ○ ○
(3点 ) イシムカデ目 ○ ○ ○
ワラジムシ目ワラジムシ類 ○ ○
















C イトミミズ目ヒメミミズ科 ○ ○ ○
(1点 ) ワラジムシ目ダンゴムシ類 ○
クモ目 ○ ○ ○
ダニ目 ○ ○ ○
トビムシ目 ○ ○ ○
コウチュウ目ハネカクシ科 ○ ○ ○
ハエ目 ○ ○ ○
ハチ目アリ科 ○ ○ ○
評点合計 67 58 76
A0層の厚さ A0層乾重 土壌含水率
(cm ) (k g･m-2 )
林相 平均 ± 標準偏差 平均 ± 標準偏差
コナラ林 3～ 4 1.158 ± 0.276 0.382 ± 0.052
ヒノキ林 2～ 3 1.805 ± 0.828 0.325 ± 0.043
モミ林 6 1.314 ± 0.527 0.353 ± 0.032
表５．見つけ取り法調査により得られたワラジムシ目
種名 コナラ林 ヒノキ林 モミ林 ササ林 河原 宮城教育大学
ニホンヒメフナムシ Ligidium japonicum Verhoeff, 1918 ○ ○ ○ ○ ○ -
ナガワラジムシ Haplophthalmus danicus Budde-Lund, 1879 ○ ○ ○ ○ - -
コガタハヤシワラジムシ Mongoloniscus katakurai (Nunomura, 1987) - - - ○ - -
オオハヤシワラジムシ属の一種 Lucasioides sp. - - - ○ ○ -
ワラジムシ Porcellio scaber Latreille, 1804 - - - - - ○
セグロコシビロダンゴムシ Venezillo dorsalis  (Iwamoto, 1943) - - ○ - - -





城教育大学構内からは、ワラジムシ Porcellio scaber 
Latreille, 1804 とオカダンゴムシ Armadillidium 





































































sp. が加わり、12 種となった。本調査で得られた 7 種













数も、0 ～ 192 個体 m-2 と調査地ごとに大きく開きが
あり、同じ植生タイプでも、常緑広葉樹林で 0 ～ 84
個体m-2、スギ林で0～192個体m-2と大きく差があった。
さらに、密度が著しく高い地点はまれで、平均的には





















Mongoloniscus nipponicus Arcaugeli 1952、サトヤ
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Armadillidium vulgare (Latreille, 1804)
体長：13.0mm
体色：黒色、黄色の斑点を持つものあり
　本種は地中海原産の外来種で、ワラジムシとほぼ同
時期に日本に移入したと考えられている。日本全域の
都市部から山地まで広く分布するが、森林内で採集さ
れることは少ない。
 

